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令和３年５月 24日 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

國 吉 雅 和 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 508 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 新型コロナウイルス感染症対策について。 

（１）新型コロナウイルスワクチン接種予約人数と接種人数を求め

る。（３月定例会答弁人数） 

ア 医療従事者（1,250人） 

イ 65歳以上の高齢者（9,864人） 

ウ 基礎疾患がある方（2,624人） 

エ 高齢者施設の職員数（625人） 

オ 60～64歳までの人数（2,546人） 

カ 16～59歳までの人数（17,810人） 

（２）特設会場及び医療機関の一日当たり接種件数と 65歳以上の高

齢者接種完了時期の見込みを求める。また（１）のオとカの接種

時期見通しを求める。 

（３）４月 26日以降のワクチン入荷量と入荷予定を求める。 

（４）ワクチン接種の課題対応を求める。 

  ア 予約の前日に電話等での声かけは。 

  イ 接種会場へのタクシー利用チケットの事業内容は。 

  ウ 接種に必要な医療従事者は足りているか。 

  エ キャンセル等で余ったワクチンの接種対応と再予約方法は。 

  オ ワクチン接種での副反応等は。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

（５）「ワクチン接種は人のために接種する」と言われている。      

・16歳以下の子ども守るため。 

・妊婦さんを守るため。 

・アナフィラキシーや病気で接種できない人を守るため。 

７割以上の接種率を達成することができれば、流行を抑制する

ことになり、そういう人達も守れる。 

行政の更なる接種促進施策を求める。 

（６）新型コロナウイルスにより、７小中校と幼稚園を含めた学

級・学年閉鎖状況を前年（一斉休校除く）と本年で求める。ま

た、学級・学年閉鎖のガイドラインを求める。 

 

２ （仮称）読谷村総合情報センター及び周辺環境整備事業について。 

４月 12 日、20 日、５月 11 日の３日間全員協議会で企画政策課職

員から受けた説明をもとに、本整備事業について質問します。な

お、簡略な答弁を求めます。 

（１）本整備事業にＰＦＩ手法を導入する経緯を求める。 

（２）ＰＦＩ手法の導入について。 

  ア 事業概要 

  イ 事業スケジュール 

  ウ 事業スキーム（村と民間事業者の関係） 

  エ 事業スキーム（お金の流れ） 

  オ 事業スキーム（モニタリング） 

  カ 事業メリット 

  キ 余剰敷地での民間収益施設展開の手法を求める。 

（３）事業費算定について。 

  ア 設計、建設費と維持管理費及び図書館運営費の事業費算定

の内容とそれぞれの維持費を求める。 

  イ 事業費の留意事項（事業費の改定）で想定される事業費の

変動要因を求める。 

  ウ 従来型公共発注とＰＦＩ発注を比較し、ＰＦＩ発注が有利

か確認する指標である本事業のＶＦＭ数値と数値に対する

見解を求める。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

（４）本事業で想定されるデメリットを求める。 

（５）５月 14日の説明会参加社数と７月上旬までの参加表明等を申

し出る想定会社数を求める。 

（６）沖縄県内でのＰＦＩ手法導入事業の主なものを求める。  

（事業名・事業額） 

（７）６月定例議会に提出された本事業の債務負担行為の内容と理

由を求める。 

 

 

 

 


